生理研究部門(I 研究所の概要) by 大島, 清 et al.
Title生理研究部門(I 研究所の概要)
Author(s)大島, 清; 目片, 文夫; 林, 基治; 野崎, 眞澄; 清水, 慶子










































































































































































































































二ホンザルの リンパ球 (主にT細胞 )に対す
るモノクローナル抗体を作製し,その特性を分析
している｡末梢血T細胞分画で免疫して得たモノ
クローナル抗体のうち1つは,ヒトの場合に相同
な分子虫12万のニホンザルT細胞抗原(Tp120)
を認識している串が明らかになった.この抗ニホ
ンザル抗体を用いて詔長獄の系統関係の検討を開
始した｡また抗体の特異性スクリー ニングの際,
細胞株を用いるのが標準手段なのでiB良好iのccll
libraryを確立すべく白血球の細胞株化を行って
いる｡
3)血液成分からみた望長珠の発達
竹中晃ヂ 2竹巾 修
二ホンザルの発達に伴う各種血液試白質の勅使
を調べてきた｡その中で,血祭アルカリフォスフ
7クーゼ(ALP)活性を校分すると成長曲線を
描くことができ,骨格の成長曲線と著しい相関を
示すことが判明した｡現在,マカカ屈7モ凱 チン
パンジー,フサオマキザル等の発達に伴うALP
値を測定しており発達との関連で比較する｡
4)詔長類のペプシノーゲンとペプシンの梢造
･挺能･分子進化に関する研究
東山 田
ニホンザルペプシノーゲンのプロガストリシン
成分の全一次構造を決定し,機能との相関を調べ
た｡また既に決定しているA成分,及び他動物成
分との構造の比較を行い,ペプシノーゲンが群素
の分子進化を解析した｡
5)詔長類の分子系統と進化
巾村 仲
フィプリノペプチドを分子指標としてオナガザ
ル亜科(マカク孝乱 グエノン類,ヒヒ封i)の系統
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